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= 1 2 -FITE 1 2 - 8 = 4
et

= f - f + f = 1 6 - 27+ 12

→
二上
は
、イ

(別 アプローチ )

= 詰 × 4F ÷ 2F ina沅 t
= 3 × 2

=
30 × 4た
ー

= fxf =二、

咳
= 6

2F
約分 でも 早い

t.at
b = M と おくと

M
2
- 4M t 4

= ( M - 2 )
2

文字の値 の 数 が
M = a + b = 1 75 +27 大きかったり

、
小教、

= 2 0 2 を代入 分数 のよう に複雑
なとき は

、
工夫

( 2 0 2 - 2 )
2

= 2002
する練習 し2おこうる

= 40000

/ーー



つに 7 つ( t 6 = 14 ( x -8 ) ( x + 1 ) = 0

つに7つし -8=0 つしー/

N = 0 のとき は は最小値 0

7( = -4 の とき 最大値 8 を とるので

i. 01學1

千匙

ア、 - = TTE = -9 なので ○

イ、 F)2 = FI = IF = 9 なので X

ウ、 2乗して 81 になる 数 は 土 9 なので ○

エ、 (M )
2

は 、 2乗 し29

;_
=

_

なる数 は 2乗 したら 9 なので ○

用語 の 意味 と 値 が

表す ことを石隺認 におこう b
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① ②

生彳走姜久 を 外人 と し
、 配り方 に よらお

鉛筆の 本数 は 等しい 。

3つ( +28 = 4つ( -6 変化するもの を 文字

つ( = 34

4 × 34 - 6
でおくと 立式しやすい 」

= 1進✗34人に配るの で

-300 、 _
60000 、

図にかく と比例式 が不 不
し 、

作りやすい 」
2 コ つく コ

300 i 2 = 60000 こ つし

総量 と 不良品 の 割合 は 等しいので ※方なので
300 こ 2 = 60000 こ つし っく は 2 の 200イ告

つに 400 些か

2 つ 積 3 つ 和

に 2 2 3 45 1 2

| 3 3 245 1 1
①
⑨
②の○○
たまい」

○
○
○

|4 4 235 1 0 模す形図 が書き
5 5 2 34 9 やすい ので

2
T
3 6 1 4 5 1 0

|4 8 1 3 5 9 Ft上、
残うた 2> で

5 1 0 1 3 4 8 。 書い た。

1

3 、
4 1 2 1 2 5 8 0
5 1 5 1 2 4 7 0

4 -5 20 1 2 3 6 〇



(-2,8 )

① y = A)に は A ( -2,8 ) を 通る ので
い )

✗ = - 2 , y - 8 を y = AR
2
に代入 。

8 = 4A →

✗

② B (-1,2 ) C ( 1
.
2)

D ( 2 ,
8) が 決まるので 台形 ABCD の 面積 S は

S = ( AD+ BC ) × 高さ × も
△一(

高さは A
.

B の

)
= (4+2)×(8-2) x ) = 1 8 ま座本栗の差

台形 ABCD を二等分 する (-2.8 )
に 、

8 ) E点 を E と し
、 つ(座標を A ・ D

t と する と E ( t ,
8 )

なので △AE B = 1 8 ÷ 2

= q

となる よう なさ を求めればよい 。

い、2 ) B c

△ A EB = AE × 高さ ×も ( 1 . 8 ) (-1.2)

9 = ( t +2 ) × ( 8-2 )生 を通る直系泉 は

9 = 3 t t 6

t = 1
は

1連、



④ 3,5
型 台

2 h - 1 2nt 1
-

ーー (I)

( 2ntl )
4に 1 + 1 = 4u

2

= ( zu )
2

2り た )

① 動く点 P の場面 で分けると
、 N
-P

(i) P が M B上 にある とき M ・ 8
0 E つ( E 5 ( MB ) l

。
p

(ii) P が BC 上 にある とき (iii) P が CN上 にあるとき
5 E つ( E 7 ( BC ) 7 E x E 14 ( CN )



(i) P が M B上 にある とき
OE つ( E 5 ( MB )

① M - FGH = △ FGH × 高さ ×
vw

( Mから EFの垂線 )

② B - FGH = △ FGH × 高 さ

( BF )

(ii) P が BC 上 にある とき 5 E つ( E 7 ( BC )

③ ② と 同じ ( つに 7)

(iii) P が CN上 にあるとき 7 E KE 14 ( CN )

④ N - FGH = △ FGH × 高さ × お
(NG)

△ FGH = FG × HG × I = 2 × 6 × t = 6

y

① M - FGH = 6 × 4 = 12 ( つに 0 ) 24 - • •

② B - FGH = 6 × 8× t = 24 ( つに 5 )

12 •
③ CFGH = 24 ( つに 7)

④ N-FGH = 6 × 1 × I = 3 ( つに 1 4 )
3 - •

0
1 1 7(

5 ウ 14

禍
グラフ が 切り替わる点

次の 4通り の 体積は )
を 求め て直線で を 見つけるため に、

結べばグラフは完成 ! 図形上 の 点 の動きを

確認する b



y

① M - FGH = 6 × 4 = 12 ( つに 0 ) 24 - • •

② B - FGH = 6 × 8× t = 24 ( つに 5 )

12 •
③ CFGH = 24 ( つに 7)

④ N-FGH = 6 × 1 × I = 3 ( つに 1 4 )
3 -

、 静水
0 5 ウ 14

9秒イ先 は Cから 2 cm 下 に Pが

あるので 三角錐 RFGH の

高 さは CG - 2 = 6 cm

i. △ FGH × 6 × = 1 2 ( cm3)

(6)

☒ 直方体の体積 = 6 × 8× 2 = 96 and)

if = 倍
-

今回 は
、 高さが 求めやすい 問題

でした が、 グラつの 式 を求め て

値 を 求める 流れも できるように
し2 おこう b
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③ つ( As

"

=

*
① OD を 引く 。 ② 34° 34

°

L DOB は か3 の 中心 角 なので

円周 角 < DAB の 2倍 で 34
°

② 弧の長 さ が 等しい 中心角 は等しいので < COD = < DOB = 34°

③ 求める角 <CED = 水 と おくと
、 t.AE0 = 水 で

△ AE0 で 外角 の性質 より

< EA O t LAEO = < COB

パ + x = 68 °
.

: R = 51
°

5パ學×

( ?⃝ の 別 アプローチ ) . . . 二等辺三角形 の利用

OA = OD より △ AO D は 二等辺三角形 なので

< ADO = LOAD = パ

② +170 二 つ( つに 17 ° 1
340



① 正方形 より AD は ' 八
回 /

BE t EC より 回 の 比 。

△ AFD い △ EF B で 方針○
AF : EF = AD = EB AE を求め て

= D : D △ AFD cs △ EFB

EF は AF の 本倍 AF : FE を求める 。

→

② AC は正方形 を粉 に

する ので
1

△ ABC = 正方形 ×
三

BE : EC = 1 : 3 より

△ AEC = △ ABC x -
3

千
の AG - GC より 旗十〇 面積比 = 底辺比

△ AGE = △ AEC ×も の利用

正方形 × も欲 も伴
AF : FE = 4 = 1 より
△ AFG = △ AGE x f 面

i. 102 伴 薄
、

商
。=無イ



①
30
° 0

F
A A

E F
方④

GJ
・

D
・ FC = OC - OF

C
• 0 下 は △ 0艹の第

④ 〈 EOF = < AOB = 3 0
°

OABC と OCDA は
、

OCで線対称な図形 なので 〈 AFO = 90
°

上より △ 0AF は 30960990
°
の 直角 三角形 と なり

1 : 2河 なので O A = 6 から OF = 3

i. FC = OC - OF = 6 - 3 = 3 い
ー/

② EB = 0 13 - OE
3。

。
。
0 0

= 6 - 2「3 f3 A 「 F

AG = IOA E F G
= 3

C

i. △ABE = EB × AG× I
= ( 6 - 2B ) × 3× 方針○ △ ABE

= 9 - 3B ( cm2)
= EB× AG
-


